
部活動⽀援モデル事業
活動報告会議 越⾕アルファーズ GM⻘野



実施モデル



実施モデル

• 対象：越⾕市北部の中学校４校 バスケットボール部員 男⼥120名

• 場所：４校の体育館を使⽤ 08:00-13:00まで

• 時間：男⼦08:30-10:30 ⼥⼦11:00-13:00 30分で⼊れ替え

• 指導者：越⾕アルファーズ プロコーチ(GM、ユースヘッドコーチ)

• 開催回数：10⽉−2⽉の間 ６回開催

• イベント：無料試合観戦を３回(保護者は特別優待価格)

• 受講者負担：1500円(スポーツ保険込み) ×70名＝105000円規模
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準備
※越⾕市スポーツ振興課のご尽⼒頂きました
１）場所の確保

• 各学校⻑に主旨、⾒込める効果などを共有し、場所を貸して頂くお願いをする

２）参加者

• 部活動の顧問の先⽣のご理解のもと、部員への連絡

３）保護者への説明

• Zoomを使い保護者への説明会を⾏った



管理アプリ[BAND]登録

内容
・スケジュール管理
・当⽇の諸注意
・実施内容の共有
・アルファーズの情報など

※出⽋登録は
親が⾏う



管理アプリ[BAND]活⽤ 「出⽋管理」「共有」「連絡」

内容
・説明 報告 チームの様⼦



実施
６回をテーマに沿って
• 第１回「速攻に関して」速攻時のパス、シュート
• 第２回「リバウンド」⾝体の使い⽅、競り合い⽅
• 第３回「1on1」ハーフコート、速攻時での1on1
• 第４回「3on3以上のグループ戦術」ドライブローテーションに対する攻撃
• 第５回「時間を意識した5on5」ゲームクロック、ショットクロックを意識
• 第６回「ゲーム戦術」⽬的を持った戦い⽅
終了後はレポートを校⻑先⽣へ共有
共に男⼦35名-⼥⼦は34名ほど



実施
試合観戦
• 練習時にチケットのやり取り

• 各⾃⾃由に観戦

• ２階席の案内

• 多い時は１００名以上

• 家族でお越しになる家庭と友達同⼠でグループで観戦などそれぞれの使い⽅があった

プロの選⼿の振る舞い、
スキルを直に⾒て学ぶ

試合観戦の⼀体感から
チームスポーツを学ぶ



万が⼀の対応

応急処置
(氷、テーピングなど)

怪我受傷や発症

現場スタッフにて
保護者へのご連絡

病院の案内(必要に応じて保護者に連絡) 救急搬送⼜は保護者にて病院へ送迎
⾃⼒で動ける ⾃⼒で動けない

学校へ報告 保険のご案内→⼿続き

※緊急連絡先の
ご記⼊とご提出を

開始30分後
来ていない場合

保険のご案内→⼿続き



改善点①

• 指導者との連携

指導者からのヒヤリングをし、要望に応えたり、こちらから提案の場があってもよ
かった。※校⻑先⽣への活動報告で終わっていた

• 費⽤：負担額1500円は持続可能にするためには改善するべき(70%の参加率)
必要性を理解していただき、3000-4000円くらいに上げるのは

例）アルファーズクリニック １回 3000円

試合チケット 最低1枚2000円価格×2



改善点②

• モチベーションの維持

１回⽬は⼥⼦が⾼く、男⼦はあまり乗り気ではなかった
→３回⽬から逆転現象。⼥⼦が慣れて怠慢に、男⼦はまとまるが強く盛り上がる

• Bandのアプリと集⾦⽅法

部員への伝達がされてなく、アプリやお⾦を知らない⽣徒が多かった
振り込みの名前や期限を守らない⽅がかなり多かった



良かった点①

• 上達の特徴

・特に初⼼者の成⻑が著しくレベル差がなくなった。
理由：⾃主練習の⽅法を伝授→部活動の合間に練習
・他校との交流で⽬標ができ、共に成⻑したい空気作りが出来た。

• 個別の意識の変化

・基本的に上達を⾒つけ、褒めることを強調指導→気持ちを開き、ミスに対して怖
がらず、思い切ってトライするようになった



良かった点②

• 試合観戦効果

・試合前のワークアウトや、シュートの上⼿い選⼿からの感覚を⽬で⾒て吸収し、楽し
んでまねをして上達につながっている

・プロの試合の運び⽅「⽬的を持った戦い⽅」「時間の使い⽅」「ディフェンスの重要
性」など本格的な試合から学べた

• 保護者との連携や報告

・Bandを通じて、指導内容を共有したり、普段のトップチームの様⼦や考え⽅に触れる
機会からお⼦様の好きな競技への理解へと繋げている

・DMにて個々の家庭の問題などと向き合うことができ、不登校の⼦の参加を促した



今後

• 同様の活動を他の地域でも展開できれば

• ⼀度にできない場合、４ヶ⽉を１クールに、３拠点×２を⾏えれば越⾕市内全て
の中学校を網羅できる

→時期をバスケットシーズンにしなくても良い

• プロチームということで、スポンサーと繋げたりしてwinwinの形も可能か

→栄養⾯のサポート(補助⾷)や学習(塾)に関することなど
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ありがとうございました


